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福井財務事務所 事業承継支援に係る意見交換会
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＜本日の内容＞

１．後継者の状況

（１） 「後継者決定済み」企業の状況
（２） 「後継者未決定」企業の状況
（３） 「廃業検討」企業の状況

２．事業承継後の状況

３．Ｍ＆Ａへの関心
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１．後継者の状況

36.5%

28.4%

23.4%

11.7%

後継者の状況（全体）

既に後継者は決まっている

事業は承継したいがまだ後継者は決まっていない

事業は承継させず自分の代で廃業を検討している

先代から事業を承継して５年未満である
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調査概要
【調査期間】令和5年7月3日（月）～20日（木）

【調査対象】福井県内七市商工会議所の会員 6,600社

【調査方法】郵送による送付および回答（Googleフォーム併用）

【回答企業】1,658社（回答率 25.1％）



１．後継者の状況
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36.5

40.4

40.3

37.9

34.2

25.6

51.9

30.2

38.7

28.4

26.5

28.2

28.3

26.8

28.9

29.6

31.5

29.8

23.4

19.5

19.6

15.9

29.2

40.5

3.7

26.8

20.2

11.7

13.6

11.9

17.9

9.8

5.0

14.8

11.5

11.3

全体

製造業

建設業

卸売業

小売業

飲食業

運送業

サービス業

その他

事業後継者の状況（業種別）

既に後継者は決まっている
事業は承継したいがまだ後継者は決まっていない
事業は承継させず自分の代で廃業を検討している
先代から事業を承継して５年未満である

(n=1,636)

後継者が決まっている企業は36.5％
飲食・サービス業で「未決定」「廃業検討」が目立つ



１-（１） 「後継者決定済み」企業
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1年以内

9.3%

2～3年以内

28.4%

4～5年以内

25.2%

6～10年以内

25.6%

それ以降

11.6%

事業承継の時期

(n=571)

「1～5年以内」
が約6割



１-（１） 「後継者決定済み」企業
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43.3

18.0

17.6

16.3

11.4

9.5

8.6

6.8

6.4

4.2

2.9

2.4

24.4

後継者の育成が十分ではない

借入金・経営者保証などの引継ぎ

事業承継に関する知識や理解が十分でない

事業の改善や育成ができていない

譲渡時の相続税・贈与税が高い

後継者との対話ができていない

取引先・金融機関との対話ができていない

承継する資産の評価ができていない

後継者に株式など資産を買い取る資金力がない

従業員との対話ができていない

相談相手がいない

その他

特にない

事業承継に向けた課題 （MA）

(n=545)

６割が５年以内のバトンタッチを予定
後継者育成が課題



１-（２） 「後継者未定」企業
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34.1%

25.6%

13.2%

10.5%

10.3%
6.3%

後継者が未決定の理由

自分がまだ経営を続けるため後継者を決める必要がない

後継者候補がいない

事業の将来性に不安がある

複数の後継者候補から選定中

後継者候補はいるが本人に継ぐ意志がない

その他
(n=446)

後継者が決まればすぐ

6.5%
2～3年以内

7.6%

4～5年以内

13.7%

6～10年以内

29.8%

それ以降

42.4%

事業承継の時期

(n=446)

「1～5年以内」
が約3割



１-（２） 「後継者未定」企業
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37.4

23.7

19.1

17.8

17.3

7.7

6.8

6.2

3.0

4.1

21.6

後継者候補がいない

事業の改善や育成ができていない

借入金・経営者保証などがある

事業承継に関する知識や理解が十分でない

後継者候補との対話ができていない

承継する資産の評価ができていない

従業員との対話ができていない

相談相手がいない

取引先・金融機関との対話ができていない

その他

特にない

事業承継に向けた課題 （MA）

(n=439)

約３割は５年以内の承継を希望
事業改善や事業承継に関する知識不足が課題



１-（３） 「廃業検討」企業
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自分の代で事

業を終えると決

めていた

37.2%

事業に将来性

がない

26.5%

後継者候補

がいない

22.7%

後継者候補はいるが本

人に継ぐ意志がない

8.9%

その他

4.7%

廃業を検討している理由

(n=366)



１-（３） 「廃業検討」企業
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黒字

35.6%

赤字

30.8%

収支が拮抗

33.6%

会社の経営状況 (廃業検討中)

(n=351)

「自分の代で廃業を決めていた」が最多
廃業検討企業のうち35.6％は黒字経営



２．事業承継後の状況
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40.0

35.1

25.4

21.1

14.1

10.3

9.2

4.9

7.0

20.5

事業を軌道に乗せること

従業員をまとめること

事業用資産（株式等）の承継

先代の借入金や経営者保証の引継ぎ

相続税・贈与税の納税

金融機関との交渉

取引先の理解を得ること

事業用資産の買取資金の調達

その他

特に苦労は感じなかった

事業承継で苦労した点

(n=185)



２．事業承継後の状況
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37.1

37.1

30.1

26.3

11.8

11.3

4.8

5.4

20.4

設備導入・更新

従業員の新規雇用

新規販路の開拓

新商品・サービスの開発

新分野への展開・転換

不採算事業からの撤退

新規店舗等の開設

その他

特になし

事業承継後に実施した活動

(n=186)

改善した

29.4%

変わらない

61.5%

悪化した

9.1%

事業承継後の経営状況

(n=187)

事業を軌道に乗せることや従業員のとりまとめに苦労
事業承継後は約３割の企業で経営状況が改善



３．Ｍ＆Ａへの関心
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14.2%

13.2%

72.6%

事業や従業員の雇用・顧客を引き継いでく

れるなら譲渡を検討したい（売り）

自社の業務と相乗効果があるのであれば

譲受を検討したい（買い）

あまり興味がない

(n=1,566)

「あまり関心がない」が全体の7割を超える
第三者承継への関心の低さも



４．まとめ
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後継者
決定済み

後継者
未決定

約６割が５年以内のバトンタッチを見越す
後継者育成が課題

約３割は５年以内の承継を希望
事業改善や事業承継に関する知識不足が課題

廃業検討
「自分の代で廃業を決めていた」が最多理由
廃業検討企業のうち35.6％は黒字経営

事業
承継後

事業を軌道に乗せることや従業員のとりまとめに苦労
事業承継後は約３割の企業で経営状況が改善

M＆A
への関心

「あまり関心がない」が全体の7割を超える
第三者承継への関心の低さも



事業承継に向けた企業価値向上補助金
【補助対象者】
・令和6年度において現経営者が満60歳以上の県内中小企業者
・おおむね10年以内に親族又は第三者への事業承継を予定している者
・申請日時点で「パートナーシップ構築宣言」登録企業であること

【補助対象事業】
（１）経営の見える化
中小企業者の経営状況・課題等の現状把握の取り組み

（２）会社の磨き上げの取り組み
中小企業者の経営力向上の取り組み

【補助率】
２／３（上限１００万円）

【申請期間】
令和6年5月15日～12月27日 ※予算に達し次第終了

【お問い合わせ】
福井商工会議所 創業・経営支援課 ℡0776-33-8283
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～本調査に関する問い合わせ～

福井県商工会議所連合会
（福井商工会議所創業・経営支援課内）

所在地：福井市西木田2-8-1
電話：0776-33-8283
メール：keiei@fcci.or.jp
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